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１．従来の研究との連続性について

筆者はこれまでに受容理論[�	�� 76][4�		

70]に基づいてハイパーテキストをコンテン

ツとメディアの双方から検討し[森田 07]，

文学の抽象モデル[&������ 05]やテクストを

巡るコミュニケーション・モデル[5��.

*���� 76]，構造主義的な民話研究の手法

[���*� 71][稲田 88][�%���	�� 46]及び物語

研究の方法論[Пропп69]に依拠しつつ，テ

クストと実世界[森田 10]やテクストと社会

的な制度としての作者についての考察[森田

11�][森田 11�]を重ねている。こうしたコン

テンツ研究，テクスト論と実世界の観光コン

テンツや位置情報は一見すると何の関係も無

いように見受けられる。しかし，実世界の

位置情報を/��やジャイロスコープによっ

て取得し，地図と言うアナロジーに投影する

一連の操作は，コンテンツの世界観設定や物

語技法の選択と大きな共通性を有している。

これらの相違に基づいて，今後緻密な理論構

築を行う予定であるが，本論の冒頭には次の

ように記しておく。「始めがあって終わりが

ある」という凡庸な要約こそが物語，プログ

ラム，経路案内の共通要素である。

２．テクストからナビゲーターへ

長崎市1'�ナビゲーション推進協議会

（以下，「1'�ナビ協議会」）は，「6/回線を

活用した路面電車・利用者双方向位置情報配

信システムによる歩行者移動支援サービス」



長崎県立大学国際情報学部研究紀要 第12号(2011)

― 182 ―

という名称で，国土交通省「平成23年度ユニ

バーサル社会に対応した歩行者移動支援に関

する現地事業」として実証実験を行っている。

これは，高齢者，障がい者，来訪者等の移動

制約者に対して，停留所周辺のバリア情報や

バリアフリールート案内，低床車の運行情報

など，安全に移動するための情報を分かりや

すく提供するナビゲーターとしてのサービス

である。本論では，この実証実験について応

募に至った経緯，準備状況，現状を報告して

課題を検討する。

３．協議会の組織構成と役割分担

���ナビ協議会の構成と主な役割分担は，

以下の通りである。

・長崎県立大学：

協議会会長，運用全般に関する調整と助言

・長崎電気軌道株式会社：

協議会副会長，運用主体

・扇精光株式会社：

情報提供システムの管理

・長崎市交通企画課：

技術指導，広報，運用支援

・長崎県産業労働部��プロジｪクト推進室：

技術指導，運用支援

・長崎河川国道事務所：

運用支援，技術指導

４．ユニバーサル社会に対応した歩行者移動

支援に関する現地事業

この現地事業は，国土交通省が「歩行者移

動支援システムを用いた本格的なサービス展

開に向け，多様な位置特定技術や場所情報

コード等を活用しながら，継続的にサービス

提供を行うビジネスモデルの構築を含めた一

連の取組について，地方公共団体を含む実施

協議会に対して支援を行うもの」で，平成23年

度は公募を経て以下の４箇所が選定された。

・北海道函館市（函館市ユニバーサルツーリ

ズム推進協議会）

・東京都中央区（「東京ユビキタス計画・銀

座」実施協議会）

・京都府宇治市，京都市（京都フラワーツー

リズム推進協議会）

・長崎県長崎市（長崎市���ナビゲーショ

ン推進協議会）

５．サービスの概要

���ナビ協議会が提供するサービスを一

言でまとめると，「既存の公衆回線を介して

利用者の携帯電話やスマートフォン，パソコ

ン等へ長崎電気軌道が運行する低床車の位置

情報を提供し，一方で乗車に際してお手伝い

を必要とする利用者の位置情報を車両等に提

供する」ということになる。つまり，歩行者

の移動に関して情報通信を活用してバリアフ

リー化を促進するものである。低床車両の導

入や電停の整備によるバリアフリー化に引き

続き，携帯電話等を活用して電停周辺のバリ

ア情報を提供し，経路案内を行うことによっ

て歩行者の移動支援を実現させる。���ナ

ビ協議会では，電車に乗るまでのみではなく，

電車を降りた後も適切な道案内を行えるよう

に対応できれば観光客のニーズにも応えられ

るものと考えている。

６．長崎市の地域特性

長崎市は近年のモータリゼーションの発達

等によって，人口の空洞化が進み中心市街地

の衰退や交通渋滞等が深刻化している。また，

自動車等の排気ガスによる環境汚染や地球温

暖化が社会的問題となっている。こうしたこ

とから，長崎市では[長崎市 11]掲載の基本

施策��を軸として，交通渋滞の解消や中心

市街地の活性化，環境汚染を防止するため，

自動車交通から公共交通機関への転換を促進

し，高齢者・障害者等を含め誰もが利用しや

すい公共交通機関の充実を目指している。路

面電車に関しても現状のシステムから機能強

化を図り，安全性・定時性を確保し，利便性・
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速達性を向上させ，高齢化社会への対応等と

して，長崎市の歴史ある街並みを大切にする

市民生活の中に適応しながら，一方では観光

都市として魅力のあるまちづくりと一体とな

った���システム[宇都宮・服部 10]の整備

を促進している。

７．協議会結成までの背景（「らんらん」と

長崎������）

まず，路面電車の運用主体としての長崎電

気軌道について。路面電車としては全国第４

位の乗降客数を誇り，市民および観光客の足

として親しまれている長崎電気軌道は，これ

までに低床車を導入して，安全性・定時性・

速達性・利便性さらに輸送力の向上に努めて

おり，高齢者・障がい者に優しい交通機関と

なるように，電停のバリアフリー化を実施し

ている。ところが，平成22年度までに計４編

成，23年度内に５編成となる低床車のうち，

車両運用の都合から運行ダイヤ上で固定でき

るのがわずかに１編成となっており，他の４

編成の電停到着時刻が利用者にとって不明と

なっていることは，改善を求められるところ

でもある。高齢者・障がい者が路面電車を利

用する際に，固定ダイヤとなっていない低床

車の位置情報を把握できるようになれば，移

動に際しての利便性がさらに向上する。また，

高齢者・障がい者の位置情報を車両など運行

側で把握できるようになれば，安全性も一層

高まるようになる。[史絵・梅原 10][田栗 05]

次に，情報提供システムを担う扇精光につ

いて。近年の�	�化推進に伴って通信回線な

どの基盤整備と携帯及び移動体通信など技術

革新の成果は長崎市内でも充分に活用できる

ようになっている。長崎市はコミュニティバ

ス「らんらん」を運行し，利用者の携帯電話

等に位置情報の配信を行うことによって利便

性を向上させていたが，平成23年３月に運行

終了となった。このサービスの中でバス・ロ

ケーションシステムを担い，利用者にバスの

位置情報を提供していたのが扇精光であった。

続いて，長崎県立大学の���（高度道路交

通システム）や地域社会との連携について。

公立大学が地域社会に果たすべき役割として

の「連携」は，独立行政法人化以降一層規模

が大きくなっている。長崎県立大学も様々な

産学官プロジェクトに参画しているが，���

に関して最大のものは，長崎������コン

ソーシアムである。このプロジェクトは，平

成21年10月に設立され，平成22年４月には五

島列島に���機能を備えたカーナビを搭載し

た��（電気自動車）を100台導入してレンタ

カーとして活用する世界でも例を見ない大規

模な実運用に入った。[鈴木11]このプロジェ

クトの中で，長崎県立大学は４つあるワーキ

ンググループ（
�）のうち観光コンテンツ

関連の
��のグループ長として実験地域に

最も近く最も密着した活動を担っている。具

体的には
�会議を主宰するのみならず，五

島の地元協議会と協力して地域から観光情報

を掘り起こしてプロジェクト内のコンテンツ

とし，独自のサービスを考案して地域社会が

持続可能な事業として行くために地域住民と

のワークショップ（
�）を開催することが

重要な任務となっている。
�には学部学生

が毎回参加している。長崎������仕様の

カーナビには五島のドライブルートが登録さ

れている。このルート選定作業は，
�にお

いて地域住民が自ら勧める観光スポット等を

地図上にプロットし（図１），それをルート

化したもの（図２）を示して再検討を求め，

カーナビに実装する（図３）というプロセス

を経ている。

ルート再検討作業において五島市では，地

図上は最短経路となる道路が実際は非常に狭

く初めて訪れる観光客にはたいへん危険であ

るという指摘を得た。また，新上五島町では，

警察署が作成して島内の宿泊施設に掲示され

ている安全運転マップ（図４）をメーカー担

当者の協力を得てカーナビの地点登録機能を

用いて追加実装し，さらにそのデータは外部

記憶媒体へ保存することによって複数のカー

ナビに配信可能とする手法を確立させた。こ
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＜図１：��で使用した地図＞

＜図２：��のアイデアを経路にして提案＞

＜図３：��成果を実装したカーナビ画面＞

＜図４：島内ホテルに掲示されていたマップ＞

れは特定のメーカーのみ実現できる機能では

なく，他社でも名称は異なるが再現可能なも

のであることも確認できている。このように

現場に赴き，その場で開発担当者と共に現状

のシステムで対応可能な課題の解決策を模索

することが，具体的な成果を伴って実現でき

ている。なお，長崎������の��	（���

インフラ関連）による���車載器（カーナビ）

の規格や機能については[牧野・他11]を，
��
（コンテンツ関連）による��の詳細に

ついては[渡部・他11]を参照。前述した特定

の経路情報や導入したカーナビの機能強化方

法については，本論が初載である。

運用，情報提供，全体調整という側面でこ

うした組織の知識と経験を統合し，既存のシ

ステムを活用すれば，前述した課題に対して

安価で安定的な解決方策を実現する可能性は

高くなる。逼迫する地域経済状況の下で，
���技術を駆使した移動支援技術を付加する

ことで限られたインフラ・設備投資の効果を

最大限発揮することは大きな意義を有してお

り，全国におけるモデルともなると考えられ

る。以上のような背景から協議会を結成して

課題の解決を図ることとした。
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８．サービスの具体的な内容

提供するサービスの具体的な内容は，以下

の通りである。

・サービス対象者：障がい者，高齢者等の路

面電車への乗降に支援を必要とする方，及

び旅行者等の土地に不慣れな方。

・サービスの流れ：本論末尾掲載図11参照。

① 低床車は搭載したタブレット端末から
���によって位置情報を取得しサー

バへ送信。

② サーバは，位置情報を携帯電話やパソ

コン等で閲覧可能な情報に変換して利

用者に配信。

③ 利用者は，携帯電話等の端末を用いて

低床車の運行状況（走行位置）を確認。

さらに，同じシステム上で乗車意思を

登録可能。

④ 支援を必要とする方の乗車意思を運転

手側の車載タブレット端末へ伝達。運

転手は支援を必要とする方への配慮を

乗客に要請。

⑤ また，停留所近辺のバリア情報，観光

情報等についても携帯端末等に提供

し，最も混乱しがちな乗降時の行動を

円滑に行える支援サービスを提供。

・歩行者の位置：携帯端末内蔵の���，ま

たは場所情報コードを埋め込んだ	
���

��の読み取りにより特定。

・場所情報コードの活用方法：各電停を示す

場所情報コードを取得。	
����化した

ラベルを設置し，歩行者が位置する電停の

確定に活用。

・歩行空間ネットワークデータの活用方法：

停留所近辺のバリア情報，観光情報等を

データベース化。モデル地区の電停から観

光施設までの経路情報を提供。

・利用する携帯情報端末：低床車の位置配信

と運転手への情報伝達に�������タブレッ

ト端末，サービス利用者は携帯電話及びス

マートフォンを利用。

・その他の取組：タブレット端末を所持した

サポート人員を配置し，端末操作に不慣れ

な方に対する支援を目的とした普及促進を

実施。本事業によって開発する携帯電話用

アプリケーションは，長崎市内の移動に関

する総合的なナビゲーション機能を備える

ものとして発展させ，��・���タウン構

想に基づく長崎������コンソーシアム

による成果の一部である統合観光情報プラ

ットフォームに連携して活用可能なものと

なることを目指す。

９．サービスの運用方針

���ナビ協議会のサービスは，先端的な

技術ではなく，既存のノウハウや基盤を接合

させて実施するものである。路面電車の位置

情報を利用者が把握できるだけではなく，利

用者の位置情報を車両に対する「乗りたい意

思表示」として役立てることができる。これ

によって，運転者は乗降に支援が必要な利用

者の存在を電停到着前に確認し，さらに，運

転者用タブレット端末の挙動によって乗客に

も車内の車椅子搭載位置を空けるなどの配慮

を促すことが可能となる。このように，支援

を必要とする歩行者にも運転者や他の乗客に

も「あなたがいてよかった」という優しさを

涵養する交通手段であることを最重要の運用

方針としている。

このコンセプトは，[�����	� 59]に登場

する水星の洞窟の中に生息するという設定の

架空の生物ハーモニウムが発する二つのメッ

セージとして次のように描かれていた。

「ボクハココニイル」

“�� � ���”

「キミガソコニイテヨカッタ」(翻訳�265)

“�� ���� ��	 ���”

この発話を赤道上空３万6,000��の静止軌

道にある放送衛星とリスナーとの応答と設定

して1991年から約２年間ステーションコール

として使用したのは，� !音声放送の�������
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（セント・ギガ：衛星デジタル音楽放送株式

会社）[横井91]であった。これに対して
���ナビ協議会は，電車の乗降にお手伝い

を必要とする方，電車の運転手，そして電車

に乗り合わせた乗客の方々にとって全ての立

場から互いに「あなたがいてよかった」とい

う気持ちを抱いて頂けるサービスとしたい。

ところでヴォネガットは，第二次大戦中に

ヨーロッパ戦線で捕虜となりドレスデンに抑

留されていた。その時に遭遇した大空襲を題

材としたのが[������	
 69]である。長崎は

原爆，ドレスデンは大空襲という都市として

未曽有の惨事を経験したことではなく，共に

そこから見事に復興した歴史ある街並を
���が走ることを共通項としたい。[三浦・

他 08]

10．中期目標

今回導入する端末やタブレットは��回線

と無線��環境の双方に対応可能である。

そのため，事業の実施期間内は��回線を利

用するが，事業終了後には同一の機器を無線
��環境で活用することも予定しており，

導入するシステムを補完拡充するために，全

車両及び電停に無線��装置の設置も検討

する予定となっている。これによって，長崎

電気軌道は全車両の位置情報を本社で把握可

能となり，車両との双方向通信によって運行

上の安全性が向上する。一方で利用客は，同

社の営業区域内で運行情報やエリア情報を自

由に利用できるようになる。

ビジネスモデルについても検討を行う予定

となっている。まず，本事業によって導入し

たシステムを活用して，アプリの導入及び利

用方法を広く啓発する普及イベントを数回開

催する。当初は普及のための無料イベントだ

が，順次アプリの中に広告を導入し，イベン

トをスポンサードとすることによって事業費

用を調達するビジネスモデルの確立を目指し

ている。長崎電気軌道は，車両そのものを広

告媒体にするなど地域に密着しつつ，観光客

にも充分に訴求する広告展開のノウハウを獲

得していることから，���化された電車の広

告展開にも対応可能であると考えられる。

なお，本事業及び事業終了後に継続される

サービスに関しては，長崎県産業労働部ＥＶ

プロジェクト推進室並びに長崎県立大学が積

極的に支援を行う。協議会の構成メンバーが

会員となっている「長崎���推進研究会」に

は，県内の鉄道事業者，バス協会，旅客船協

会，タクシー協会，県内自治体等が参加して

おり，将来的に本事業の成果を同地域の他交

通機関にも拡大していくことも可能である。

また，���ナビ協議会はこの事業を大切

な地域活性化の機会として活用したいと考え

ている。まちづくりには多くの方々の知恵と

汗が必要となるが，協議会を構成する企業か

らは20代，30代の若手社員も実際にシステム

開発やイベントの実施に責任ある立場で参加

している。長崎県立大学も貴重な地域貢献と

して，様々な機会において積極的に学部学生

が参加できるように配慮している。

11．サービスの準備と実施段階

採択決定後，早速サービス提供の準備作業

に入った。8月下旬までに長崎電気軌道の電

停について緯度経度その他のデータを取得す

るための実測作業を行い，サーバ構築及び図

に示したような車載機側のアプリ開発を経

て，９月２日には実車による走行実験（図５）

を実施した。

＜図５：低床車の運転台に実装したアプリ搭

載済の車載タブレット＞
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平成23年10月７日，���ナビ協議会は

「長崎くんち」に合わせてサービスの第一段

階として低床車位置情報の提供を開始した。

（図12）

＜図６：「ドコネ」の電停告知＞

これに先立ち，サービスの名称を「ドコネ」

に決定し，各電停へ告知（図６，図７）を掲

示した。長崎弁で「どこですか？」を意味す

るもので，「低床車はどこね」「乗車にお手伝

いを必要としている方はどこね」「（観光名所

の）眼鏡橋はどこね」「おいしいカステラ屋

さんはどこね」と利用者に親しまれることを

願っている。

＜図７：掲示した電停(��コード併記)＞

���ナビ協議会は，長崎くんちに続く10

月10日「鉄道の日 大感謝祭2011」において
	�長崎駅前のかもめ広場に設けた長崎電気

軌道のブースに出展した。当日はブースに50

インチモニターを設置して「ドコネ」のサー

ビスを
��画面として展示する（図８）と

ともに，携帯電話用の�コードを掲示して

イベント参加者にその場で使って頂いた。

＜図８：10月10日出展ブースの様子＞

同時に実施した	�長崎駅前高架橋と市内

西浜町鉄橋上で行ったアンケートでは，多く

の好意的なご意見と有益なご指摘を頂いた。

なお，この日「ドコネ」は，サービスの周知

と普及促進のため長崎電気軌道が保有する最

古の木造車両168号の位置情報配信にも活用

された。明治時代の車両に現代のシステムを

搭載するこの試み（図９，図10，図13）は，

地元テレビ局のニュース番組でも紹介され

た。

＜図９：鉄道の日に運行された168号＞
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＜図10：位置情報とライブ映像を同時配信＞

12．第二段階以降の展開（「ドコネ」サービ

スの方向性）

本論を執筆しているのは，平成23年10月21

日であり，���ナビ協議会の事業や実証実

験は前述した第一段階を終えたばかりであ

る。以降の段階については，今後開催予定の

イベントとサービス提供予定として以下に記

す。

・路面電車祭り（開催日：平成23年11月６日，

主催：長崎電気軌道株式会社，場所：同社

浦上車庫）低床車5000形車両を展示，参加

者に「ドコネ」の利用体験をして頂く。

・ハートセンター文化祭（開催日：平成23年

11月20日，主催：長崎市心身障害者団体連

合会，場所：ハートセンター長崎）本事業

のサービスを紹介し，参加者に乗車登録や

バリア情報等を提供するアプリ（図14）の

利用体験をして頂くとともに，特にユー

ザーインターフェイスなどについて具体的

なご意見ご要望を伺う予定。（乗車意思登

録機能及びバリア情報とバリアフリー経路

情報の一部提供開始を予定）

この他に平成24年１月23日から２月６日ま

での期間には長崎市の冬の観光イベント「長

崎ランタンフェスティバル」が開催される。

イベント会場が市内数か所に分割されてお

り，一方で県外からの観光客も多くなる。
���ナビ協議会としては，この観光イベン

トが始まる時期までに図14のスマートフォン

用アプリを観光案内用にも活用する，「ドコ

ネ」システムの完成時期と予定している。

「開発は，自らが感動することから始まる」

という先人の言葉があるが，本事業のシステ

ム開発をはじめ様々な準備作業においても担

当者たちがそれぞれの仕事の中で胸を躍らせ

ながら暑い熱い夏を過ごしていた。ただ，こ

れだけでは勿論充分であるはずがなく，サー

ビスは利用者に使って頂いて初めて価値があ

るものとなる。図15は，地図上に「ドコネ」

のサービスエリアをプロットしたものであ

る。現状は太線で示した長崎電気軌道の路線

上である。この線は電停という点を結んだも

のである。点から線となったものを，次は他

の交通機関などと結節させて面へ，そして空

間へと拡げるためにも，多くの方々から様々

なご意見やご指摘を頂いて，さらに進化する

システムとして「ドコネ」をさらに拡充させ

て行きたい。

13．キーワードとしての���（研究の方向性）

���（����		
���� �������� �������）と

は，「人と道路と自動車の間で情報の受発信

を行い，道路交通が抱える事故や渋滞，環境

対策など，様々な課題を解決するためのシス

テム」と定義されている。（特定非営利活動

法人 ��� ���）平成８年に策定された

「���推進に関する全体構想」によりカーナ

ビゲーション，���，安全運転支援，交通

管制，道路管理，公共交通運行管理，商用車

運行管理，歩行者支援，緊急車両管理の９分

野で研究開発が推進された第１世代に続き，

平成16年に���世界会議が名古屋で開催され

て以降の第２世代[牧野 10]では安全・安心，

環境・効率，快適・利便の３つを基本概念と

して，平成25年に東京で開催予定の���世界

会議を目標として開発や実用化に向けた研究

が進められている。

[川嶋 07]では，日本における���の取り組

みを草の根段階から紹介している。[熊谷・
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他 06][熊谷・他 07][熊谷・他 08]は[川嶋

07]でも一部紹介されているが，地域におけ

る大学の役割を考える上で参考にすべき先例

である。路面電車に関しても[松本・他05]

[松田・他07]等の研究成果が産まれている。

これらの論文においては，共著論文の著者構

成・順序あるいは著者所属の変遷から，研究

者の異動や交流が盛んに行われていることも

明らかになる。

一方で，人文社会科学系のまちづくり関連

研究アプローチでは，道路の中の地域交流，

地域振興拠点として道の駅に着目するもの

[関・酒本 11]，広義にはフィールドワーク

の実践報告ではあるが，地域振興や大学の地

域貢献の観点から参考にすべきもの[安渓・

安渓 09]がある。コンテンツ研究の立場から

は，[有川 11]はライトノベルであるが今後

非常に重要な文献となる。
���関連研究は，研究分野が多岐に渡り研

究者の交流が盛んであることは，上記の事例

の他にも，[須田・他11]で論文題名通りの興

味深い試みが報告されている。

今後は，本論冒頭に記した筆者のこれまで

の研究との関連性を一層明確にすること，そ

して上記を参考にしながら分野を横断する研

究手法を確立することを目指す。
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＜図11：サービスの流れ＞

＜図12：低床車の位置情報を配信する���画面＞
�������			
�����
�����������（平成23年10月21日現在の���）

（右側「車両情報」の○○号車アイコンにカーソルを合わせると，左側地図が各車両の詳細位置表示に遷移する）
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＜図13：平成23年10月10日のみ限定運用された168号位置情報・ライブ映像配信用���の画面＞

＜図14：電停周辺のバリア情報や施設情報を提供する歩行ナビ用アプリの画面遷移＞

（リスト表示（左），地図表示（中央），��（拡張現実）表示（左））
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＜図15：サービス提供地域＞


